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実務経験のある教員に
よる授業科目

企業や公認会計士事務所にて実務経験のある工藤順一は、起業の内部監査だけでなく、会計検
査院や国税庁の検査・監査に実際に立ち会った経験があります。このため、監査人の立場からだ
けではなく、監査を受ける会社側の立場からも説明できます。理論だけでなく実践的な監査論を身
に付けましょう。

○授業の目的・概要等 ○その他

授業の目的

監査論という名前は聞きなれませんが、会計のあるところには必ず監査を伴います。金融機関や
県庁・市役所はもちろん一般企業においても監査は必須です。このため、この講義においては、
監査の基礎を理解するだけでなく、就職した後に実際に監査に立ち会ったり、監査資料の提出を
求められてもよいように、基礎的な知識を身に付けましょう。大分の新聞等を使用して大分の企業
の問題等も学習します。

授業の概要

監査論Bでは、まず監査論Aの基礎的なところを復習するとともに、監査論Aで学んだ基礎的な知識
を活かして、大分県における事例や就職先の企業についての情報も取り入れます。また、宅建取引
士や、税理士、行政書士等の専門家の意見をどう取り上げるかも学びます。 授業は、レジュメを最
初に配布し、レジュメに沿って進めていきます。専門用語は、最初はわかりにくいので、県内の企業
の上場等の新聞記事を見ながら、身近な話題から進めていきたいと思います。

授業の運営方法

（１）授業の形式 「講義形式」

（２）複数担当の場合の方式 「該当しない」

（３）アクティブ・ラーニング 対話・議論型授業(グループディスカッション・ディベート) 他

授業コード E008851 クラス名 -

担当教員名 工藤　順一

地域志向科目 カテゴリー Ⅲ：地域における課題解決に必要な知識を修得する科目

履修上の注意、
履修条件

監査を学ぶことは県庁や市役所等の公務員を目指す人にも、企業に就職する人にもとても有用で
す。   できるだけ毎日、新聞等には目を通しておきましょう。
講義には、必ず出席してください。その際に最新の監査基準を持参してください。インターネット等で
も入手できます。 ○成績評価の補足（具体的な評価方法および期末試験・レポート等の学習成果・課題のフィードバック方法）

授業中に出す課題レポート等により授業への取り組み姿勢や意欲を評価します。レポートは、テーマに沿って、自分の言葉
で書いてください。量と質の両面から評価します。提出していただいたレポートは、次の授業の際に、講評や追加コメントをい
たします。期末試験により、監査の基礎的な知識の習得を評価します。達成水準の目安は以下の通りです。Ｓレベル:達成目
標を満たしている。Aレベル：ほぼ満たしている。Bレベル：なんとか満たしている。Cレベル：一部分満たしている。 なお、 期
末試験は、授業の中で学んだ内容について、幅広く出す予定ですので、14回目の授業の中で、期末試験についても説明し
ますので、必ず出席してください。

教科書 レジュメを用いて授業を進めます。

参考文献及び指定図
書

盛田良久著「まなびの入門監査論」（中央経済者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　「会計監査論　第5版」　山浦久司著　中央経済社
「監査法規集」　中央経済社　平林亮子著

関連科目 簿記入門　財務諸表論　原価計算論　管理会計論、財務管理論　経営学 監査論A

【思考・判断・創造】
常に、なぜ？なぜ？という考え方を身につけてください。最初
は、知識を覚えることも大切ですが、覚えつつなぜそうなって
いるのかをいつも考えてください。

10点 10点

必修・選択区分
選択：経営経済学部
コース選択必修：情報メディア学科 情報コミュコース

【知識・理解】

監査論を通じて、会社法や金融商品取引法の知識を学んでく
ださい。株式会社等の資金調達のために監査がどのように機
能しているかを知ることで、会社法や簿記の知識も深くなりま
す。

10点 10点

【技能・表現・
　コミュニケーション】

監査論で学んだ考え方を実際の就職活動でどう表現するか
いつも考えてみてください。就職における面接においては、い
ろいろな質問をされますが、基本は同じです。

10点 10点 10点

3年生ともなると就職活動を通して新聞を読む機会も多くなり
ますが、日々いろいろな不祥事や会計に関する粉飾事件も起
こっています。それらはすべて監査論にもつながっています
ので関心を持って読んでください。

20点 10点
単位数 2 配当学年 / 開講期 3 年 / 後期

ナンバリングコード E30612
大分類 / 難易度
科目分野

経営経済学科 専門科目 / 応用レベル
会計ファイナンス

【関心・意欲・態度】

2020年度 授業シラバスの詳細内容

○基本情報 ○成績評価の指標 ○成績評価基準（合計100点）

科目名（英） 監査論Ｂ （AuditingB ） 到達目標の観点 到達目標
テスト

（期末試験・中
間確認等）

提出物
（レポート・作

品等）

無形成果
（発表・その

他）
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科 目 名 ： 監査論Ｂ （AuditingB ） 科 目 名 ： 監査論Ｂ （AuditingB ）
担当教員： 担当教員：

１. ９.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

２. 10.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

３. 11.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

４. 12.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

５. 13.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

６. 14.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

７. 15.

（約2.0h） （約2.0h）
（約2.0h） （約2.0h）

８. 16.

（約2.0h）
（約2.0h）

監査調書 期末試験

復習： 監査報告書と監査調書の違いを復習しておきましょう。 復習： 試験の中で、解答が書けなかった点について、早めに復習をしておきましょう。

監査調書とは、監査計画、実施した監査手続の内容や発見した問題点、関連資料、結論などを文書化したもので、公認会計
士監査の仕事（情報）のすべてとも言え、監査業務をきちんと遂行したことの証拠ともなるため、正確かつ漏れなく必要事項
を書き込まなければならない。また被監査側の機密事項が含まれているので、保管場所や保管責任者の特定など、監査調
書の保管には細心の注意が払われている。監査調書は監査報告書の元ネタとなる資料です。監査調書を報告用にまとめた
ものが監査報告書になります。

これまでに学習した範囲について試験を行います。

予習： 刑事事件等における調書について、その意義を学習してきましょう。 予習： 15回の授業の中で指摘した内容をよく読んで理解し、覚えてきましょう。

監査手続の具体例 これまでの総括及び模擬試験
監査を実施する公認会計士にとって、財務諸表に対して自己の意見を形成するうえで、十分な監査証拠が必要となります。 
監査手続は、内部統制を把握した上で、試査によって実施されます。 具体的に監査手続には、実査、立会、視察、閲覧、確
認、質問、証憑突合、計算突合、勘定分析、分析手続等があります。このような監査手続を学習します。

これまでに学習した範囲について、総括的に見ていきます。

予習： 現金や預金が実際にどのくらいあるかは、どうやって調べるか予習してきてください。 予習： 1回から14回までの資料を再度見直して、重要な点を読んできましょう。
復習： 分析的手続きとは何かを復習しておきましょう。 復習： 次週の期末試験に向けて、専門用語の整理等資料整理を行っておきましょう。

監査要点の具体例 監査リスク（総括4）
監査人が監査意見を述べるにあたっては、財務諸表の各項目、構成する要素となる取引や会計事象の正しさを確かめなけ
ればならない。その確かめるべき目標を「監査要点」といい、これに適合した十分かつ適切な監査証拠を監査手続を実施し
て入手する。具体的には、実在性、網羅性、権利と義務の帰属、評価の妥当性、期間配分の適切性表示の妥当性等であ
る。監査要点は、監査を受ける企業の業種、組織、情報処理システムなどに対応して監査人が自らの判断で設定する。

就職活動を迎えるに当たり、監査と同じように、企業固有のリスク、企業の中の内部統制のリスク、そして監査人による発見
上のリスクについて学びます。そして、これからの就職活動を行い、自分の意見を形成するに足る十分かつ適正な証拠を集
めることができるか計画をたてていきましょう。

予習： 企業の決算書に計上されている資産について、資産の何が問題となるかを考えておきましょう。 予習： 水道水に例えて、水源で沸いた水が、いかにして自宅の水道に届くかを、順を追って考えてみましょう。
復習： 権利と義務の帰属とはどういうことをいうのか、復習しておきましょう。 復習： 就職活動上、企業の固有のリスクとは何かを考えてきましょう。

適切な監査計画 監査人（監査主体論）(総括3）
監査人は、監査リスクを合理的に低い水準に抑えるために、詳細な監査計画を 作成しなければならない。 15． 詳細な監査
計画とは、監査リスクを合理的に低い水準に抑え、十分かつ適切な 監査証拠を入手するために、監査チームが実施すべき
監査手続、その実施の時期 及び範囲を決定することである。監査人は、職業的専門家としての懐疑心をもって、不正及び誤
謬により財務諸表に重要な虚偽の表示がもたらされる可能性に関して評価を行い、その結果を監査計画に反映し、これに基

監査人の能力条件について、監査基準第二一般基準1に沿って学習します。また、。一般基準２に掲げられている監査人の
公正不偏の態度の意味や独立性について細かく学習していきます。

予習： 日常生活において、計画を作成するのはどのような場合かを考えてきましょう。 予習： 新聞記事の中から、監査や公認会計士に関する記事を拾い出しましょう。
復習： 就職活動等、懐疑心をもって計画を作成する場合があるか考えておきましょう。 復習： 公認会計士試験の試験科目について洗い出しましょう。会計学、監査論等についての理解を深めてください。

監査実施基準 財務諸表監査の必要性(総括2)
監査人は、監査リスクを合理的に低い水準に抑えるために、財務諸表における重要な虚偽表示のリスクを評価し、発見リス
クの水準を決定するとともに、監査上の重要性を勘案して監査計画を策定し、これに基づき監査を実施しなければならない。
監査人は、監査の実施において、内部統制を含む、企業及び企業環境を理解し、これらに内在する事業上のリスク等が財
務諸表に重要な虚偽の表示をもたらす可能性を考慮しなければならない。

財務諸表監査が必要となる理論的な背景と財務諸表監査の必要性やその目的を学びます。監査基準第一監査の目的に
沿って学習します。また、経営者と監査人との責任の区別（二重責任の原則）についても学びます。

予習： 監査人が監査を実施し、リスクを低く抑えるためにどんな準備をすべきか予習してきましょう。 予習： 新聞記事の中から、監査に関わる記事を拾い出してみましょう。
復習： 内部統制とは何か、企業に内部統制がない場合、どのような問題が起こるか復習しましょう。 復習： 会社設立の意義と監査の必要性について、レジュメに基づいて復習しましょう。

監査人（監査の主体） 監査報告書 意見差控
監査の主体である監査人について、監査基準と公認会計士法で学びます。監査基準の一般基準で、監査人の専門能力や
実務経験、監査人の公正不偏の態度の意味や独立性について学習していきます。一方、公認会計士法では、監査人である
公認会計士の使命や言葉の定義、業務等を定めています。

監査人は、重要な監査手続を実施できなかったことにより、自己の意見を形成するに足る基礎を得られないときは、意見を
表明してはならない。 監査人は、重要な監査手続を実施できなかったことにより、財務諸表全体に対する意見表明のための
基礎を得ることができなかったときには、意見を表明してはならない。この場合には、意見の根拠の区分に、財務諸表に対す
る意見を表明しない旨及びその理由を記載しなければならない。

予習： 独立性とは何かを、自分の精神面と外部からの圧力の関係で考えましょう。 予習： 人生の中で、自らの意見表明できない場合とはどんな場合か考えてきましょう。
復習： 監査人の専門能力とは何かをもう一度復習しましょう 復習： 自己の意見を形成するに足る基礎とは何かをまとめておきましょう。

財務諸表監査の目的 監査報告書
監査基準第一監査の目的から、財務諸表監査の目的（意義）を見ていきましょう。監査の目的については、監査論Bの授業
を通じてとても大切なところですから、しっかり意義を覚えましょう。財務諸表監査が必要となる理論的な背景と財務諸表監
査の必要性やその目的を学びます。監査基準第一監査の目的に沿って学習します。また、経営者と監査人との責任の区別
（二重責任の原則）についても学びます。

監査人が実施した監査の結果に基づき，意見の表明を行う報告書で、監査の実施状況およびその監査意見を表明する手
段であるとともに，監査人みずからが負うことのできる責任の範囲を明確にする手段である。監査報告書の種類には短文式
報告書と長文式報告書とがあるが，日本では通常は短文式報告書を意味している。

予習： 2年生で学んだ財務諸表論を振り返り、もう一度テキストを見ておきましょう。 予習： 監査報告書について、好きな企業の中から有価証券報告書をみておきましょう。
復習： 監査の目的について、利害関係や遠隔地に住む株主も関わるという理由を考えましょう。 復習： 監査報告書のフォーマットについて、専門用語を覚えておきましょう。

会計監査のフレームワーク 経営者による確認書
　監査という言葉の由来や、監査論に関わる公認会計試験について説明します。次に、財務諸表監査の意義と目的や、2年
生で学んだ財務諸表論と監査論との関係についても学習します。また、会計監査の限界についても学習します。

 監査人は、適正な財務諸表を作成する責任は経営者にあること、財務諸表の作成に関する基本的な事項、経営者が採用
した会計方針、経営者は監査の実施に必要な資料を全て提示したこと及び監査人が必要と判断した事項について、経営者
から書面をもって確認しなければならないという監査基準について学びます。

予習： 監査論を学ぶに当たり、2年時に履修した財務諸表論のテキストを出して、会計の目的について復習しましょ 予習： 企業の経営者の責任について、新聞記事の中から関係する部分を選んできて下さい。
復習： 財務諸表論と監査論のつながりについて、配布したレジュメで復習しましょう。 復習： 経営者による確認書がなぜ必要なのか、監査人の責任との関係から復習しましょう。

2020年度 授業シラバスの詳細内容

○授業計画
授業コード：E008851

○授業計画
授業コード：E008851

工藤　順一 工藤　順一

学修内容 学修内容


